
 

 

 

 

     ゼロカーボンに向けた 

コ ン サ ル テ ィ ン グ 

支 援 メ ニ ュ ー 
 

・いずれの支援も無料です。 

・ゼロカーボンに向けた複数のコンサルティング支援をお申込み頂くことも可能です。 

 

1．省エネ診断 
 

・現地調査を実施させて頂きます。 

・建物の基本情報（構造・竣工年・延床面積）、月別エネルギー使用量、

空調設備使用期間、竣工図面のご提供が必要になります。 

 

2．電力料金削減可能性分析 
 

・電力 30 分値、電力料金の内訳情報（1～2 年分）のご提供が必要になり

ます。 

 

3．太陽光発電の利用可能性分析 
 

・電力 30 分値、電力料金の内訳情報（1～2 年分）のご提供が必要になり

ます。 

 

4．温室効果ガス排出量評価 
 

・年間のエネルギー使用量（電気・石油・ガス）、自動車の走行距離など

の情報のご提供が必要になります。 

 

 

苫小牧市 
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1.省エネ診断 
 

設備の省エネ化を進めることで、エネルギー使用量の削減につながることから、温室効果ガス排

出量の削減に加え、経費の削減につながる可能性があります。 

なお、苫小牧市では、ゼロカーボン推進のため、設備投資の補助メニューも用意しております。

詳細は以下ＵＲＬまたは２次元コードよりご確認ください。 

※ＵＲＬ：https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/kigyoritchi/oshirase//r5support.html 

 

経験豊富な技術者が、調査・分析を行い 

具体的な省エネ設備の改善案を提案します。 

▶省エネ診断の流れは、「事前確認」で基礎的な情報を把握させて頂き、想定される課題を

整理した上で、「現地調査」を実施し、「とりまとめ」を行い、診断結果をご説明差し上

げます。 
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事
前
確
認 事前図面チェック 

データ確認 

アンケート 

現
地
調
査 

ヒアリング 

ウォークスルー 

図面チェック 

と
り
ま
と
め 

改善策の検討 

報告書の作成 

説明会（オンライン） 

図：省エネ診断の流れのイメージ 

図：省エネ診断様子例 

（1）企業の概要 
 
①設備及びエネルギ
ー等の使用状況 

②企業のエネルギー
使用量 

③エネルギー種類別
使用量 など 

（2）省エネルギー提
案の概要 

 

（3）具体的な提案内
容 

 
 

（4）算定根拠等 
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【省エネ診断の報告書サンプル】 
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2.電力料金削減可能性分析 
 

時間単位の電力需要を把握することで電力の使用特性が判別でき、無駄のある個所や改善可能性など

が明確になります。 

 

電力料金や需要特性が分かるように見える化します。 

▶電力の 30 分値分析を 12 ヵ月分行い、下図のように電力の需要特性を見える化し、その

特性が分かるように整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

図：電力使用量と電力料金の関係の分析イメージ 

 

 

 

▶電力の 30 分値分析を 12 ヵ月分行い、下図のように電力の需要特性を見える化し、その

特性が分かるように整理します。 
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【分析例／保健福祉施設】 

◆土・日はほぼ電力需要がありません。-③ 

◆金曜日は電力需要の増減が特に多くなっています。そのため、金曜日の電力の使い方の工

夫ができると、電力料金の削減につながる可能性があります。-④ 
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④金曜日は増減が多い ③土・日の電力はわずか 

曜日別で色付けすること
で、特徴が明確に 

【分析例】電力使用量と電力料金の推移と関係 

▶近年、世界情勢が不安定なことから燃料費調整額が高騰しており、電力使用量が変化していな

くとも電力料金が上昇しているため、その影響を見える化します。 

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

-200

0

200

400

600

800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2021 2022

基本料金 電力量料金 燃料調整費 再エネ賦課金 使用電力量 (千円)(kWh)



4 

 

近年、社会情勢が不安定なことで電力料金が高騰しています。電力料金は基本料金と電力量料金

などで構成されていますが、基本料金は電力使用量を減らさなくても使い方の工夫で削減できる可

能性があります。 

 

高騰する電力料金に対して、 

電力料金の削減可能性を分析します。 

▶電力需要を分析してデマンド（30 分間に消費された平均使用電力）の確認と削減シミュ

レーションを行い、電力料金の具体的な削減可能性を分析します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：契約電力の決まり方のイメージ 
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基本料金 

再エネ賦課金 

電力量料金 

燃料費調整額 

契約電力（kW）に比例 

◆基本料金は契約電力に比例して決まります。契約電力は、当月分を含め

た直近 12 ヶ月分の最大デマンド値を基準に算出されます。 

◆これにより、たった一日でも電力を多く使った日があるだけで、その後 12 ヶ月

間はその一日を基準とした高い基本料金を支払うことになります。そのため、

電力需要を安定させることが電力料金を減らすことに繋がります。 

使用電力量（kWh）に比例 

◆電力量料金・燃料費調整額・再エネ発電賦課金は、使用電力量に比例

して決まります。そのため、使用電力量を減らすことがそのまま電力料金を減

らすことに繋がります。 

＋ 

※基本料金は下記の式によって計算されます。 

契約電力×料金単価×（185－力率）/100＝基本料金 

力率が「100」で、最大デマンド値を「5kW/月」削減できた場合、 

「5kW」×「1,815 円/kW」×「（185－100）/100」×「12 ヶ月」＝「約 9万円/年」 

の電力料金を減らすことに繋がります。 

契約電力

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

最
大
需
要
電
力

契約電力は、当月を含む 
今後 12 ヶ月（1 年間）に摘要されます 

当月を含む過去 12 ヶ月の 
最大デマンド値で決定します 

以前の最大デマンド値を超えると、 
契約電力は更新されてしまいます 
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3.太陽光発電の利用可能性分析 
 

太陽光発電は導入コストの低減が進んでおり事業性が見込みやすく、維持管理も容易なことから

注目されています。しかし、規模を必要以上に大きくすると無駄が発生し事業性が悪くなるため、

適正規模の判断が重要になります。適正規模は電力需要特性によって変わります。 

 

 

太陽光発電の利用可能性を分かりやすく示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：太陽光発電の導入適正規模の評価イメージ  
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【適正規模の判断の分析例／学校施設】 

◆電力需要は、夏と冬で差が大きく、冬に多くの電力量を使用する傾向にあります。-① 

◆夏から秋にかけての休日や夏休み期間は、電力をほとんど使っていません。-② 

◆このため、需要がなくて太陽光発電の電力を使えないことが多いため、太陽光発電の規模

を上げすぎると事業性が悪化してしまいます。‐③ 
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【6月】

6 月 

電力需要（30 日分） 

規模別の発電量 

③電力需要より多く発
電しても、捨ててしま
うことになる。 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：太陽光発電の導入効果の評価イメージ 

【電気料金の削減効果の分析例／学校施設】 

◆平均電力単価は 31.83 円/kWh、電力量料金の単価は 17.60 円/kWh と比較的高いため、

年間で 17.3 万円（14,408 円/kW）程度の削減が期待できます。 

◆基本料金についても 5 万円（4,114 円/kW）程度の削減が見込まれます。 

◆電力料金の削減効果が高いため、適正規模（12kW）で導入した場合の投資回収年は非常

に短く 13 年程度で、年間の CO2削減量は 1.8t-CO2と見込まれます。 

導入前

導入後

基本料金 電力量料金 再エネ賦課金 燃料調整費

4,339,026円/年

-172,888円/年

4,116,770円/年

1,314,423円/年

(30.3%)

3,024,603円/年

(69.7%)

-49,368円/年

規模
CO2

削減

投資

回収

年

規模 発電量

電力

需要

に対する

発電量

の割合

未利用

電力量

未利用

電力

割合

ｲﾆｼｬﾙ

ｺｽﾄ

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ｺｽﾄ

電力

料金

CO2

削減

投資

回収

年

kW
MWh/

年
%

MWh/

年
% 千円

千円/

年

千円/

年
%

千円/

年

t-

CO2

年

適正

規模
12 13 8% 1 4.9% 2,400 60 4,339 5.1% -222 1.8 15

7 7 5% 0 1.4% 1,400 35 3.0% -132 1.1 14

15 16 10% 1 6.6% 3,000 75 6.1% -265 2.3 16

24 25 15% 3 10.8% 4,800 120 9.4% -407 3.7 17

34 35 20% 6 15.8% 6,800 170 13.0% -562 5.2 18

46 48 25% 11 22.9% 9,200 230 16.4% -713 7.1 20

63 66 30% 21 31.9% 12,600 315 20.1% -871 9.7 24

※イニシャルコスト：20万円/kW　ランニングコスト：5,000円/kWの場合

4,339

発電量 未利用電力 支出
収入

（電力料金削減量）

年間の

電力料金

削減見込み

※燃料調整費はマイナスでの評価となっています。 
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4.温室効果ガス排出量評価 
 

脱炭素を進めるに当たっては、まず、温室効果ガスをどれだけ排出しているかを把握することが

重要となります。 

排出量は、把握が容易な「エネルギー起源 CO2（青部分）」のみで評価されることが大半です

が、より正確に把握するためには、評価項目が多数ある「エネルギー起源 CO2以外の温室効果ガ

ス」も評価することが求められます。 

 

 

特定排出者が求められる基準で排出量を算定し、 

排出量の特性や増減の要因を分かりやすく分析します。 

▶「地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」

に基づく 71 項目に対して評価を行うことで、特定排出者が求められる基準と同等の排出

量を把握します。 

▶排出量の推移を分析し、特徴のあるものに対して要因分析を行うことで、排出量が増加し

た原因などを明確にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：温室効果ガス排出量の算定対象のイメージ  

01 

 

▶評価項目が 68 あり、算定のため
に様々な情報を収集する必要が
あるものや、複雑なものがありま
す 

▶評価項目は 3 つで、エネルギー
の使用量から容易に算定できま
す 
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図：製造業のエネルギー種別排出量の特徴分析イメージ 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：エネルギー消費量の分析イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

図：電力使用量と電力料金の関係の分析イメージ 

【分析例／温室効果ガス排出量の特徴】 

◆「電力」からの排出割合が大きいため、まずは「電気」に関する削減の取組を進めることが有

効です。 

【分析例／エネルギー消費量増減の要因分析】 

◆A 重油の使用量が年々増えていることが CO2増加の要因となっています。 

◆施設存続の方針が決まらないため、老朽化した設備を補修しながら使用している状況です。そ

のためボイラー等の設備効率が悪く、排出量が年々増加しています。 

【追加分析】電力使用量と電力料金の関係 

▶近年、世界情勢が不安定なことから燃料費調整額が高騰しており、電力使用量が変化していな

くとも電力料金が上昇しているため、その影響を見える化します。 

軽質油製品 重質油製品 都市ガス 電力 CH4 N2O HFC
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